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4-5. 市原市住民の肺悪性腫蕩の発生状況に関する
調査
松岡淳夫(県立鶴舞) ・渡辺昌平・香月秀雄(肺研)
昭和 33年以降 14年聞に亘り，肺癌発生の推移の検
索，早期発見を目的として，市原市において，住民検診
を利用し，肺癌検診を行なっている。この成績を市原市
全域を大気汚染地区と非汚染地区に大別して検討を加え
たO
肺癌の発見率は延 502，059人に対し 65人 0.013%であ
るが， 年次的推移では 0.004%"，0.02%の間で， 特に最
近やや増加の傾向がある。これは集検対象が最近高令者
の占める割合が増加していることを考慮しなくてはなら
ないが，注意を要する点で、ある。
地域別にみた場合，診定された肺癌についてみると，
汚染地域では 0.005%"，0.02%と発見率に変動がみられ，
非汚染地域では 0.02%にほぼ固定している。これを疑 
5. 内視鏡診断の進歩 
5-1. 内視鏡の進歩一一食道鏡一一
高橋英世(二外)
食道に関する内視鏡検査法は，食道疾患の診断と治療
に当る者にとっては必須の検査法である。
食道鏡検査法は 1363年 Freiburg大学の Kusmaul
教授により初めて成功し，以後，器械の改良，光源の開
発の研究が進められてきたが，金属製硬式食道鏡であっ
たがため，十分に普及しえない状況であった。 1957年 
Hirschowitzが glassfiberを利用し，可撰性の gastro同 
duodenal fiberscopeを開発してから，この方法が直ち
に食道鏡に応用され，同時に高輝度光源の開発と相{失っ
て今日の esophago-fiberscopeに至った。
本器の開発により，食道鏡検は一般に広く普及し，早
期胃癌と同様に，早期食道癌発見の有力な武器として施
行されるようになってきた。今回はこれら歴史的事項と
同時に，現在の早期食道癌について言及してみたい。 
5-2. 胃内視鏡検査の進歩
奥井勝二(ー外)
胃内視鏡検査は現在胃カメラ，ファイパースコープが
主として用いられており，胃疾患の診断にはかかせない
ものになっている。現在は主として微小病変とくに早期
胃癌の診断にその焦点、が向けられている。また，ファイ
パースコープによる直視下生検，細胞診も広く行なわれ
ており，胃内のすべての部位からも材料採取が可能にな
り，診断能が著しく向上した。
い濃厚例についてみると， いずれの地域も 0.02"， 0.05%
の聞を変動している。集検の方法，立地条件を考慮する
場合，汚染地域と非汚染地域の聞には認むべき差はない
と考える。
発見した肺癌症例 65例中，組織像の判明した 39例に
ついて，地域の工業開発が急速に進んだ 40年を境に前
期と後期とすると，後期では屑平上皮癌，未分化癌の占
める率が高くなっており，また，地域別にみても，汚染
地域に屑平上皮癌，未分化癌の占める率が高くなってい
る。
以上，大気汚染の人体影響として，肺癌の発生の推移
は明確な変化は認められない。しかし，大気汚染の影響
が肺癌発生の推移に変化を及ぼすには，長期の観察を必
要とするので，われわれは今後の厳重な検索を推進した
し、。
司会t 香月秀雄(肺研)
今回は従来盲点とされていた噴門直下から胃体上部後
壁の観察に有効な 2段わん曲式ファイパースコープの使
用経験につき報告する。これは先端硬生部が短かく，わ
ん曲角度が大きい上， 2段わん曲の新機構を採用してお
り，反転，逆視も容易であり，胃上部病変の診断に役立
っている。これまでに約 100例につき，本品を用いて内
視鏡検査を行なったが，その成績につき報告する。 
5-3. 大腸の内視鏡検査
樋口道雄(ー外)
大腸疾患の診断にあたり，注射法を中心としたX線検
査とともに重要な検査法は，内視鏡および同時に行なわ
れる生検を含めた診断法である。
大腸の内視鏡検査は，日工門鏡・直腸鏡.S状結腸鏡-
Sigmoidocamera，Sigmoidofiberscope および Colo-
noscopeなどによって行なわれる。大腸の癌やポリー
プの約 2/3近くが直腸および S状結腸部に発生しており，
また潰虜性大腸炎の大部分もこの部に初発し，かつ病変
が強い。それゆえ， Sigmoidocamera や Sigmoido・ 
fiberscopeの重要性が強調されるわけである。 
Sigmoidofi b erscopeは目工円から約 50cm口側までの
結腸粘膜面の直視可能で，写真撮影および病変部の生検
もできるので病名診断確定にはもちろん，治療効果や予
後の判定にも有用であり，現在広く用いられている。さ
らに最近では，旺門から盲腸にまで達することのできる 
Co10noscopeも盛んに行なわれるようになった。
